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側 信頼性解析を実施し、ホギング時の ß (信頼性指標)は十分に安全と思われる値であるが、サギング時では 0 が
おおむね小さな値となることを明らかにしている。その理由として、主に、サギング時の最終強度がホギング時
の最終強度より低いためとの知見を得ている。
以上のように、本論文は、船舶海洋工学、とりわけ、バルクキャリアやタンカーなどの一般商船の設計において、
最も基本的かっ重要な強度で、ある縦強度の研究を深化させ、従来、主に弾性設計の範囲内で評価されていた船体の縦
強度に関し、船体の最終強度解析法の精密化を通して、極限設計の実用化と適用範囲の拡大化を推進せしめるもので
ある。また、信頼性解析に基づいた安全性評価は、今後の商船設計の一つの指針となりうるものと評価され、商船の
安全性向上に大いに寄与するものと期待できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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